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2. 3   会員企業の活動事例（第 4条の表彰）

　各地の建設業協会や会員企業は、地域の安全・安心確保を最優先に考えて、災害

時には先頭に立って復旧活動に従事するとともに、環境美化・保全活動、社会福祉

活動、建設業ふれあい活動などにも積極的に取り組んでいます。これらの活動は、

地元企業ならではの工夫により、住民にもたいへん喜ばれています。

　令和 3 年度に顕彰した会員企業のこうした活動事例の中から、2. 1 で紹介した代

表事例のほか、ここでは次の 14 事例を紹介します。

No. 都道府県 企業名等 活動内容

B1-01 宮城県 山辰建設（株） 仙台市との災害時合同訓練

B2-01 岩手県 （株）都南建設 手代森の重要文化財を後世へ・デザインした Tシャ
ツを作成寄贈する活動

B3-01 青森県 田中建設工業（株） 道路の清掃活動／植樹による自然環境維持活動

B3-02 福島県 （株）蔭山工務店 通学路の環境美化活動

B3-03 静岡県 山平建設（株） 会社周辺地域の清掃美化活動

B3-04 富山県 （株）奥村建設 用水路及び通学路の清掃活動

B3-05 石川県 小倉建設（株） 森林の環境美化・保全活動

B3-06 鹿児島県 ヤマグチ（株） 道路の清掃美化活動

B3-07 鹿児島県 （株）津田和建設 道路・公園の清掃活動／あじさいロードの剪定、維
持管理活動

B4-01 神奈川県 （株）織戸組 献血の実施や献血車の寄贈による献血活動への貢献

B5-01 愛知県 （株）加藤建設 地域住民・地元高等学校に向けた現場見学会実施に
よる建設業 PR 活動

B5-02 鳥取県 美保テクノス（株） 大学生との連携による建設業の魅力発信 PR 活動

B6-02 富山県 安達建設（株） 女性の建設業定着促進に向けた取組

B6-03 鹿児島県 福地建設（株） 女性の建設業定着促進に向けた取組
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(1) 防災支援活動

事例 B1-01：宮城県

(2) 地域活性化への取組

事例 B2-01：岩手県

仙台市との災害時合同訓練（山辰建設（株））

手代森の重要文化財を後世へ・デザインした Tシャツを作成寄贈する活動（（株）都南建設）

　「特定非営利活動法人 広瀬川の清流を守る会」の活動に賛同し、令和 2 年度は、第 2 土

曜日に計 7 回、建設業のイメージアップと PR 活動も兼ね、地域の皆様と広瀬橋地区の清

掃を行った。団体は、「仙台の中心を流れる広瀬川の「自然、歴史、文化」を守り、継承、

発展」を目的として活動をしており、弊社も、環境美化・保全活動に協力している。

　所属する（一社）仙台建設業協会は、東日本大震災の経験を踏まえ、また、来るべき地

震災害等に備え、仙台市との災害対応力の強化と相互の協力体制を確立するために、仙台

市との災害時合同訓練を毎年実施しており、弊社も毎年参加協力している。

　地域の特徴を生かせるよう、共同体の一員として主体的に地域と関わり貢献している。

　活動の実施については、金銭的な支援だけでなく、これからの社会の担い手となる子ど

もたちの地域への愛着や考え方が伝承できるよう活動を展開している。

　令和 2 年 7 月には、手代森小と都南東小に、手代森遺跡で出土した国指定重要文化財の

遮光器土偶をデザインした Tシャツを両校の新入生にプレゼントした。

　これからも地域に根ざした企業として、地域とのパートナシップを大切にしながら、さ

らに発展していけるよう自社の特性を生かした活動を続けていく。

広瀬川の清掃活動

Tシャツのプレゼント 感謝状
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(3) 環境美化・保全活動

事例 B3-01：青森県

道路の清掃活動／植樹による自然環境維持活動（田中建設工業（株））

　当社は、国内有数の観光地・十和田湖の国道 102 号建設工事に携わり、開通後の平成 10

年から毎年、道路維持のために当社職員で国道沿い約 8㎞の清掃奉仕活動を行っている。

　平成 18 年 12 月には、林野庁東北森林管理局三八上北森林管理署と「ふれあいの森にお

ける森林づくりに関する協定」を締結し、平成 19 年から令和元年まで毎年国道沿線の国

有林「ふれあいの森」へブナの苗木 100 本を植樹し自然環境維持へ貢献してきた。

　令和 2年以降は、新たに三八上北森林管理署と締結した三沢海岸の国有林「未来への森」

へ拠点を移し、クロマツの苗木の植樹を行っていくこととなった。

新聞記事 表彰状

事例 B3-02：福島県

通学路の環境美化活動（（株）蔭山工務店）

　当社の前を通る市道「守山金屋線」は、数年前まで通行車輌や歩行者のゴミやタバコの投

げ捨てに格好の場所となっていて、バス停や低木の繁みには常にゴミがあった。

　当社の代表の「この道を小学生が見たらどう感じるだろう。」との思いから、平成 15年の

春より「この道を新入学生が初めて歩いて入学式に臨む時に恥ずかしくない道路にしよう。」

と社員全員が賛同し清掃活動が始まった。

　清掃活動は、毎年 4月、8月、12月の第 1土曜日の午後に、社員全員参加で実施。ゴミは

ゼロにはならないが以前より確実に減少、学生たちの美化意識の向上を感じている。

いつも利用している車道に感謝を込めてゴミ拾い 清掃活動全景
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事例 B3-03：静岡県

事例 B3-04：富山県

会社周辺地域の清掃美化活動（山平建設（株））

用水路及び通学路の清掃活動（（株）奥村建設）

　山平建設株式会社では、会社周辺の清掃活動を平成 20 年から毎年、隔週土曜日に年間

26 回実施し、地域住民のより良い環境作りに貢献している。（活動時間は、隔週土曜日の

午前 8：00 ～ 8：30 までの 30 分間）	

　ごみを拾う、道路を清掃するなど環境美化に取り組むと同時に、清掃活動中にお会い

する地域住民の方々にご挨拶することでコミュニケーションを図り、明るく住みやすい

まちづくりにも貢献し、近隣地域の安全効果も期待しつつ活動に取り組んでいる。

　株式会社奥村建設では、20 年以上の長期にわたり、地域社会貢献として地元の犬島用

水路の浚渫（しゅんせつ）、清掃を行うとともに、用水路に隣接する県道の除草（約 300 ｍ）

を行っている。当該道路は、通学路にもなっており、地元の環境美化・保全に少しでも

お役に立てればとの思いから活動を継続している。

　用水路の浚渫作業においては、バックホー（油圧ショベル）や運搬用車両などの建設

機械・車両を使用し、地元の方々の建設業に対するイメージアップにもつながっている

と考えている。

道路清掃

着手前 完了
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事例 B3-05：石川県

事例 B3-06：鹿児島県

森林の環境美化・保全活動（小倉建設（株））

道路の清掃美化活動（ヤマグチ（株））

　当社は、生活環境保全林整備事業工事に参画した経緯から、県が推進する「企業の森

づくり活動」を実施。県・羽咋市共有地を約 2ha にわたり借用し、下草刈り、枯損木の

伐倒処理を行った後、松くい虫抵抗性候補のクロマツ苗を植栽した。また、活動場所近

辺に群生しているオニユリの開花シーズンに合わせ、散策路の草刈りなどを行っている。

　今後は、地元の方や社員家族の参加を募り、地域の憩いの場として、また、観光客が

利用できる白砂青松の森づくりを進め、地球温暖化防止活動にも繋げていきたいと考え

ている。

　地元の国道 223 号及び市道沿線の除草及びゴミの集積等の作業を毎年実施。活動は、年

1 回お盆休み前に社員全員（約 60 名）が参加して行っている。過疎化が進む牧園町では

地域住民だけでの環境保全活動が困難な状況であることと、自然豊かな観光名所である

霧島の環境保全を目的として、平成 5年度より 27 年に亘り継続的に実施している。

　各工事現場にて工事にご協力頂いている地域住民の皆様へ感謝の意を込めて、地域で

のお困りごとに対応。令和 2 年度は、小学校体育館の雨といの清掃、運動会の設営で編

成所のゲート支柱を設置する等の協力を行った他、地元自治会要請による市道上の樹木

の伐採や市の資材置場の整備等、地域に貢献できる建設業を目標に例年取り組んでいる。

掘削状況

市の資材置き場の整備

松苗植栽状況

感謝状
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事例 B3-07：鹿児島県

道路・公園の清掃活動／あじさいロードの剪定、維持管理活動（（株）津田和建設）

　月初めの朝、会社周辺の道路、隣接の磨崖仏公園の清掃活動を 20 年以上実施している。

　霧島川堤防のあじさいロードの剪定、維持管理活動を年 6 回行い、梅雨時の色とりど

りの紫陽花を地域の方々や通行される人々に楽しんでいただいている。　

　用水路改修工事の際には、直接、工事現場に近くの保育園児を招き、ホタル等の水辺

生物を知る体験や建設工事を通しての環境保護啓発活動を行っている。			 

　地元の夏祭りの会場整備や事務局業務、龍馬ハネムーンウォーク（隼人天降川コース）

の維持管理などを初回（平成 20 年 3 月）からサポートし、地域活性化の取組を行っている。

清掃作業・草刈り 環境保護啓発活動

(4) 社会福祉活動

事例 B4-01：神奈川県

献血の実施や献血車の寄贈による献血活動への貢献（（株）織戸組）

　長年にわたり集団献血の継続的実施や献血車の寄贈など、赤十字精神に賛同した様々な

協力活動を行っている。

　A）集団献血：平成13年より毎年実施。地元町内会・商店街と共同で実施し当社従業員の他、

地元の皆さん・お取引先の方など、延べ 2,200 人以上の方にご協力をいただいている。

　B）献血者の寄贈：昭和 45 年に初代「織戸組号」を寄贈して以降、令和 3 年 2 月には 5

代目を謹呈。神奈川県内では献血バスを寄贈する唯一の企業となっている。

　これらの貢献活動は、韓国放送公社の取材を受けるなど、国外からも注目されている。

献血バス 感謝状
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(5) 建設業のイメージアップ

事例 B5-01：愛知県

地域住民・地元高等学校に向けた現場見学会実施による建設業 PR活動（（株）加藤建設）

　令和元年度 23 号蒲郡 BP 豊沢西道路建設工事（請負：㈱加藤建設）並びに隣接する同豊

沢東道路建設工事（請負：TSUCHIYA ㈱）と共同で現場見学会を企画し実施した。

【目的】①現場見学による工事内容の理解②体験による建設業のイメージアップ・PR

【対象】①地域住民②愛知県立御津高校（全学年）

【内容】地域住民見学会と御津高校で二つの内容を実施

　生徒たちも貴重な体験ができたとのことで、後日校長先生より感謝状を頂いた。延べ 4

回にわたる見学会の実施で、地元住民並びに高校生へ建設業の魅力を PR できたと考える。

安城高校社会人講話（中日新聞掲載） リクルートブック

事例 B5-02：鳥取県

大学生との連携による建設業の魅力発信 PR 活動（美保テクノス（株））

　美保テクノス（株）は、大学生の任意団体「ツナガルドボク中国」と連携し建設業の魅力

発信事業として、2020 年度は「BIM 展示会」と「BIM 大会」のイベントを開催した。

　「BIM 展示会」では、同社社員が鳥取大学キャンパスに 3日間常駐 ､BIM を体験してもらう

ために５つの講座を開講し BIM を通じた建設業の魅力を学生に向け発信した。

　「BIM 大会」は、指定課題について BIM モデルを作成してもらい、審査・評価を行った。

　イベントを通じて、学生に最新の BIM 技術に触れてもらうとともに、BIM 化／ CIM 化が進

む新しい建設業の情報発信・魅力発信につながる取組を行った。

BIM 展示会　学内で学生を指導する社員 BIM 大会講評会
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(6) その他

事例 B6-02：富山県

女性の建設業定着促進に向けた取組（安達建設（株））

　平成 30 年 10 月、女性活躍推進法による一般事業主行動計画を策定し、令和 4 年 9 月 30

日までの 4 年間に女性 1 名以上採用、採用者における女性比率 25％以上の目標を立てた。　

翌年 2月女性管理職比率の高さを評価され「富山県働き方改革推進企業」の表彰を受けた。

　インターンシップや会社説明会では、女性の技術者との対話の場を設けたり、女性が担

当する現場を案内し女性技術者と話をする場を提供し、入社後のキャリアとライフプラン

を同時にイメージさせることで、入社を志望する動機に繋げることができた。

　建設業は女性が男性と一緒に活躍できる場であることを積極的に PR することができた。

女性の定着促進に向けた取組

事例 B6-03：鹿児島県

女性の建設業定着促進に向けた取組（福地建設（株））

　平成 22年度、鹿児島県ボランティアサポート推進事業に登録し、河川、港湾、国道、県道

の美化清掃活動に取り組んでいる。平成 28年度、霧島市河川景観保全アダプト制度に登録し、

霧島市内の河川堤防等の草刈・ごみの収集・処分等を実施している。

　霧島しごと維持（職場体験学習）の取組で地域の中学校の生徒を受け入れている。	

　女性定着促進に向けた取組及び男女共に働きつづけられるための環境整備を推進。鹿児島

県女性活躍推進宣言企業に登録し、働きやすい現場の労働環境整備、ハラスメント研修の実

施による社員の意識改善を行うなど、男女ともに働きやすい職場環境を整備している。

環境美化保全活動 ハラスメント研修

 －1－ 

３．都道府県建設業協会・支部、地区協会が実施した活動 
（期間：令和 2年 11 月 1日～令和 3年 10 月 31 日） 

協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

北海道 工事現場見学会 
札幌工業高校建築科 2 年生 

（札幌建設業協会） 

7 月 14 日 ･市営住宅(発寒団地建替4号棟)新築
工事(主体工事) 

業界 18 人 
生徒 67 人 
教師 11 人 

 「札建協の日」５３０
ご み ゼ ロ

クリーンアッ
プ大作戦 
毎年 5 月 30 日を「札建協の日」と定
めていることから、５３０（ごみゼ
ロ）にちなんで、ゴミ清掃活動を実
施 （札幌建設業協会） 

7 月 15 日 道庁赤ﾚﾝｶﾞ前庭 
(コロナ感染防止のため、時期をずら
し規模縮小して実施) 

業界 5 人 
 

 工事現場見学会 
札幌工業高校土木科 2 年生 
（札幌建設業協会） 

10 月 13 日 ･石狩川改修工事の内島松川左岸南
の里地区築堤盛土工事(北広島市南
の里) 
･道央圏連絡道路江別市南4線改良工
事(江別市) 

業界 22 人 
生徒 71 人 
教師 7 人 

 工事現場見学会 
苫小牧工業高等学校 
建築科１年生（室蘭建設業協会） 

10 月 11 日 苫小牧市第 2 学校給食共同調理場 
光洋中学校屋内運動場改築主体工事 

委員 6 人 
生徒 40 人 
教師 3 人 

 工事現場見学会 
 
室蘭工業高等学校環境土木科２年生 
苫小牧工業高等学校土木科１年生 
（室蘭建設業協会） 

10 月 12 日 
10 月 22 日 

･日高自動車道節婦川橋上部西工事 
･日高自動車道節婦川橋上部東工事 
･日高自動車道稲荷改良工事 
･平取ﾀﾞﾑ 

･委員 8 人 
生徒 10 人 
教師 2 人 

･委員 11 人 
生徒 40 人 
教師 4 人 

 工事現場安全パトロール 
（室蘭建設業協会） 

10 月 12 日 ･30 年災 670 号厚真川(厚幌ﾀﾞﾑ)外災
害復旧工事 6 工区 
･樽前山火山砂防工事の内覚生川3号
砂防堰堤工事 
･樽前山火山砂防工事の内熊の沢川 2
号砂防堰堤工事 

委員 8 人 

 工事現場見学会 
室蘭工業高等学校 
（室蘭建設業協会） 

10 月 15 日 室蘭市公設地方市場水産市場整備事
業、(仮称)室蘭市総合ｱﾘｰﾅ新築建築
主体工事その 1 及びその 2 

委員 6 人 
生徒 28 人 
教師 2 人 

 建設産業安全大会 
（室蘭建設業協会） 

10 月 19 日 室蘭建設会館 業界 140 人 

 高校生の現場見学会 
北海道倶知安農業高等学校 
生産科学科 2 年生 
（小樽建設協会建世会） 

7 月 19 日 虻田郡ﾆｾｺ町富川地区区画整理工事 業界 12 人 
生徒 19 人 
教諭 2 人 

 高速道路体験バスツアー 
後志管内小学校 5・6 年生 

（小樽建設協会建世会） 

10 月 2 日 ･共和町新稲穂ﾄﾝﾈﾙ現場見学 
･余市町登川地区工事現場見学 

業界 9 人 
生徒 16 人 
一般 5 人 

 高校生の現場見学会 
北海道小樽未来創造高等学校 
建設システム科 1 年生 
（小樽建設協会） 
 

10 月 25 日 ･一般国道5号共和町新稲穂ﾄﾝﾈﾙ R側
共和工区工事 
･一般国道5号共和町共和除雪ｽﾃｰｼｮﾝ
第一車庫新築工事 
･一般国道 5 号仁木町銀山大橋 P5 橋
脚工事 

業界 1 人 
生徒 34 人 
教諭 2 人 

 地域創生フォーラムⅩⅤ 
（空知建設業協会） 

11 月 17 日 岩見沢市文化ｾﾝﾀｰまなみｰる 業界 127 人 
自治体 83 人 

 学校キャラバン 
岩見沢農業高校農業土木工学科 1 年
（空知建設業協会） 

10 月 19 日 岩見沢農業高等学校 生徒 31 人 
業界 15 人 
教師 3 人 

 建設業 PR 授業 
拓殖短期大農学ビジネス学科地域振
興ビジネスコース 2 年就職クラス 
（空知建設業協会） 

4 月 30 日 拓殖大学北海道短期大学 生徒 5 人 
教師 2 人 
業界 10 人 

 若手建設産業就業者と高校生との意
見交換会 
岩見沢農業高校農業土木工学科 2 年
（空知建設業協会） 

9 月 27 日 岩見沢農業高等学校 生徒 28 人 
教師 3 人 
業界 10 人 




